
令和５年度 消費者支援功労者表彰受賞者の声

内閣総理大臣表彰

川崎医療福祉大学准教授 田村 久美

●個人（五十音順・敬称略）

元消費者委員会事務局長 消費者問題研究家 原 早苗

消費者庁立ち上げのための作業をしていた当
時、担当大臣だったのが岸田文雄総理でしたの
で、今回の受賞は不思議な縁を感じました。
賞は、消費者運動に長く携わっていた先達、

金融オンブズネットなどの仲間と共にいただい
た気持ちです。

1970年代から消費者問題、消費者運動、教育
に関わっていますが、物価、表示、安全、契約、
消費者トラブルと生活しているかぎり解決すべ
き問題は生じます。いまは、さらに市場におけ
る「消費者」とは何か、何をすべきか？を、あ
らためて教育を含め考えています。
担当大臣賞を含め多くの方々との受賞になり

ましたが、こうした方々に現場を支えられてい
ることも実感しました。
ありがとうございました。

この度は、大変栄誉ある内閣総理大臣表彰を
いただきましたこと、大変嬉しく、心より感謝
申し上げます。

2000年から消費者教育研究を始め、2005年
現職着任と同時に医療と消費者（教育）の接点
を探し続けました。同時に、大学教員である私
の使命は、若い世代が消費者問題に関心を持ち
学び、その若者が消費者教育の担い手となり地
域の消費者問題・トラブルの啓発活動を行うこ
とでした。活動のきっかけを作って頂いた倉敷
市消費生活センターとの共同活動から始まり、
岡山県消費生活センターとの強力な連携によっ
て、大学生主体の消費者教育ボランティアの素
地を作ることができました。今日に至るまで試
行錯誤の連続でした。活動を通して確信したこ
とは、担い手育成には行政等の関与および協力、
相互信頼が絶対に欠かせないということです。
私の使命はスタートしたばかりです。この度の
賞は、今後の研鑚に邁進するための叱咤激励と
受け止め、医療消費者教育や消費者教育担い手
育成に鋭意努力して参ります。誠に有難うござ
いました。
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京都産業大学大学院法学研究科教授
片山・平泉法律事務所弁護士 坂東 俊矢

表彰式を終えた今でも、まだ夢の中のことのよう
です。現場を意識した消費者法を考えてきた私に
とって、今回の表彰はもちろん、とても光栄なこと
です。でも、これまで指導をしていただいた先輩や
いっしょに頑張ってきた仲間がとても喜んでくれた
こと。私のゼミのOBやOG、現役の学生からたくさん
のお祝いの言葉をもらったこと。それが、この表彰
の大切さを改めて私の教えてくれたように感じてい
ます。
これを糧に、まだもう少し、消費者をめぐる学問

や現場での消費者支援に役割を果たす覚悟です。ま
た、若い方々との対話を通して、次の世代での消費
者支援をいっしょに考えてみたいと思っています。

一般社団法人日本エシカル推進協議会 栄誉会長
東京大学名誉教授
東京都公立大学法人理事長 山本 良一

この度は総理大臣表彰を誠に有難うございま
した。
これはエシカル消費（グリーン購入を含む）

の普及啓発に長年にわたり一緒に取り組んでき
た多くの仲間と共にいただいたものと思ってお
ります。カーボンニュートラルやSDGsの目標達
成にはエシカル消費は不可欠であり、エシカル
消費は市民の社会的責任でもあります。
今後は微力ではありますがエシカル消費の義

務教育化、製品サービスのサステナブルラベル
の普及拡大等に取り組んで参りたいと思ってお
ります。
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●団体（敬称略）

愛知県立安城農林高等学校

この度は栄誉ある内閣総理大臣表彰をいただき、本当にありがとうございま
した。愛知県からの推薦団体としては初となるこの賞を本校が受賞できたのは
多くの関係者のご支援のおかげだと考えています。全校生徒及び保護者、教職
員もこの名誉ある賞に慢心せず、今後の農業教育発展に努力する所存です。
プロジェクト Bee研修班は2017年よりキンリョウヘンを用いたニホンミツ

バチの保護活動を目的にスタートしました。これまでに産学民官を中心に活動
の輪が広がり、今後はさらに幅広く活動をしていきます。
今後とも、本校ではＳＤＧｓを教育に取り入れ、農業で地域貢献できる人材

育成を目指し、消費者へニホンミツバチの新たな価値を生み出す取り組みを実
施していきます。
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